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要旨：	
	

	 人工多能性幹細胞（iPS 細胞）が樹立されて約 10 年が経過し、iPS 細胞を用

いた再生医療への期待がさらに高まっている。iPS 細胞から様々な組織幹細胞

を造り出すことができれば、移植医療が著しく発展すると予想されるが、その

道のりは容易なものではない。iPS 細胞から組織幹細胞の代表である造血幹細

胞を造り出すには、生体内における造血幹細胞の発生過程を忠実に再現する必

要がある。また、得られた造血幹細胞を移植に必要な数まで増幅するには、生

体内で造血幹細胞を取り巻く微小環境（ニッチ）を忠実に再現する必要がある。

このように、iPS 細胞を再生医療に応用させるために、幹細胞の「発生」と「ニ

ッチ」という２つの分子メカニズムの解明が求められている。	

	 ゼブラフィッシュなどの小型魚類は発生生物学の分野で有用な実験モデルと

して知られている。特にゼブラフィッシュを用いた造血幹細胞の発生に関する

研究は近年目覚ましい発展を遂げ、造血幹細胞の発生に不可欠な新たな分子シ

グナル経路が多数同定されている(1-6)。さらに最近の研究から、魚類の主要な

造血組織である腎臓の造血幹細胞ニッチは、本質的には哺乳類骨髄の造血幹細

胞ニッチと類似している可能性が高いことが分かってきた。小型魚類の利点を

活かしつつ、造血システムを進化学的に比較解析することによって、造血幹細

胞の発生、維持、および増殖機構の本質的な解明に繋がる可能性がある。	
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